
１．はじめに
中国においては，２０１２年の中国共産党第１８回全国代表大会においてはじ

めて提起された「緑色農業」（中国での呼称，以下，日本での近い概念であ

る「環境保全型農業」とする）の理念が，現在すでに中国の農業・農村の発

展の重要な方針の一つとなっている。

この２０１２年の提起に続いて，２０１６年３月に示された「第１３次五カ年計

画（２０１６～２０２０年）」では，「環境保全型農業の発展による質と利益の向上

を中心とし，供給側の構造改革を主線とし，有効な供給を拡大し，有効な需

要を満たし，経済発展の新常態を導く体制メカニズムと発展方式の形成を加

速する」ことが示され，農業生産全般における環境保全型農業の重要性が強

調されている。

この「農業供給側」の構造改革を実施し，農業供給システムの品質向上の

一環として環境保全型農業を発展させる政策は，その後相前後して発表され

ている。例えば，２０１５年１２月に開催された中央農村工作会議２），２０１６年の
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中央第１号文件３）でもほぼ同内容の方針が提起された。

その後，２０１７年には「体制革新による環境保全型農業の発展を推進する

ことに関する実施意見」（「关于創新体制机制推進農業緑色発展的実施意見」）

において，環境保全型農業の発展に関しての具体的な政策案が初めて提起さ

れた。現在，環境保全型農業の発展は，主に有機農業４），緑色農業５），生態農

業６），持続可能な農業などの形態で具現化されている。

こうした状況の中で，中国政府は一連の環境保全型農業の発展に関する文

書を公布し，これと同時に中国国内の環境保全型農業の発展に関する先行研

究も増えている。

このなかで，李映紅ほか（２０２２）の研究によれば，文献の計量分析結果を

用いて，中国の環境保全型農業の研究についてとりまとめた。つまり，１９９３

年から現在まで，北京大学の核心定期刊行物で発表された２，１５５編の文献を

整理し，その時間的分布，著者，中心的研究テーマ，研究の流れ等を分析し

以下の結論を得たという。その結果からは，中国の環境保全型農業の発展に

ついての研究は，１９９０年代にその端緒が発表され，発表された研究の時間

的分布からみると，２０１４年以前については環境保全型農業に関する研究は

３）２０１６年の中央第１号文件では，「農業供給側の構造改革を推進し，農業の発展方
式の転換を加速させ，農業の安定的な発展と農民の増収を持続的に維持する」こ
とが打ち出された。

４）有機農業という言葉が初めて登場したのは，ロード・ノースバウンド（Load
Northbourne）の著書「Look to the Land」である。同年，英国の植物病理学者
S．A．Howard（１９４０）は『農業の聖典』で，有機農業の展開を提唱し，「有機食
品」の概念を提案した。Encyclopedia Britannica（１９８５）は有機農業の耕作方式を
提起し，有機農業とは，農業生産における化学肥料と農薬の使用を削減し，有機
肥料と病虫害生物の防除手段を推賞する作物栽培システムであると述べている。

５）緑色農業とは，先進的な科学技術，先進的な工業装備と先進的な管理理念を十分
に運用し，農産物の安全，生態環境の安全，資源の安全と農業の総合的な経済効
果を高める協調統一を促進することを目標とし，農産物の標準化を提唱すること
を手段とし，人類社会と経済の全面的で調和の取れた持続可能な発展を推進する
農業発展モデルである。

６）生態農業（Ecological agriculture）という概念は，米国の土壌学者ウィリアム・
アルバート（W．Albreche）によって１９７１年に提案されたものであり，その意
味は生態学原理を基礎とし，生態経済学の法則に準拠し，構築された生態，社
会，経済の３つの方面の効果が調和して統一された新しい農業発展モデルであ
る。
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緩やかに増加するにとどまっていたが，２０１５年前後から，前述した政府の

各種関連文書の発表に伴い，環境保全型農業に関する研究が急激に増加した

とされる。このように，政府の環境保全型農業に対する関心の深まりと政策

文書の発表の増加に伴い，この分野の研究が深化していったと考えられる。

また，農業の供給側の構造改革についての研究も深化している。農業の供

給側構造改革の推進を検討することは，農業の発展方式の転換を加速させる

上で重要な意義がある。姜長雲・杜志雄（２０１７）の研究によれば，農業の供

給側構造改革の推進の重要性と緊急性に関して，課題となる５つの問題が提

起されている。つまり，①現段階の慣行農業の供給能力では，高品質化，個

性化，多様化する農産物のニーズに応えることは難しいこと，②現在，農産

物のコストが急速に上昇し，農産物経営の利益は短期的にはマイナスとな

り，農業経済の持続発展的な可能性は困難な局面に至っていること，③農産

物の価格高騰により，農産物の過度な輸入に依存する問題が日増しに深刻化

しており，外資企業が中国の農業産業チェーンに参入する問題が加速してい

ること，④農業生態系の持続可能性の課題，社会の持続可能性の課題が急速

に深刻化していること，⑤農業における革新的要素の参入と革新的能力の開

発の難度は比較的高く，要素市場の建設に関わる制度の推進には困難が存在

すること，である。こうした現在の中国農業における諸問題は，根本的には

概ね供給側に存在しており，そのため中国政府は供給側構造改革を推進して

いるのである。

また，王勇（２０２２）の研究では，農業の構造調整による具体的な役割が指

摘されている。まず，農業の構造的な不均衡を解決するには，農業の産業構

造の調整が必要であること７），さらに，環境保全型農業の発展を実現するに

は，農業産業構造の調整によるところが大きいこと８），を説明している。

上述の先行研究においては，歴史的な視点から中国の環境保全型農業の発

７）農業の産業構造の調整とは，具体的には，農産物の構造調整，農業生産方式の構
造調整，農業産業システムの構造調整を指す。

８）①環境保全型農業の発展は食糧の安全を保証する。②環境保全型農業の発展は農民の
増収を可能とする。③環境保全型農業の発展は生態環境を保護することができる。
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展と供給側構造改革の改革について，その基本状況の分析を整理したものが

多い。そこでは環境保全型農業の発展と供給側構造改革が正式に提起された

現実の背景と歴史的必然性が詳しく述べられている。供給側構造改革の主要

分野は，経済構造の現状分析，問題解決の方途であり，それによってもたら

される効果を検討するものである。

一方，農産物の供給総量の不足は現在の中国の農業発展の主要な矛盾点で

あり，生産量の増大は農業政策の重点である。国内の食品消費構造の高度化

により，環境保全に有効で良質な農産物の供給を増やし，低品質製品の供給

を抑え，高品質製品の供給を増やし，農産物の供給品種と品質を，現実の消

費需要に適合させるべきである。つまり，農産物の需給関係をより高いレベ

ルで新たなバランスを実現させることが必要であるとされている。

こうしたなかで，環境保全型農業の普及程度は，生産された農産物の品質

と数量を通じて判断できるため，本稿では，中国の環境保全型農業の認証状

況，食品構造分布の状況などに注目する。また，環境保全型農業による農産

物は「有機農産物」，「緑色食品」等９）の原料であるため１０），「有機農産物」，

「緑色食品」等の生産状況は環境保全型農業の発展状況を反映していると考

えられる。

そこで，本稿では，環境保全型農業の生産状況と各種認証の状況，農民の

所得との関係に注目して，総合的に中国および湖北省の環境保全型農業に影

響を与える要因を検討する。ここで，湖北省の環境保全型農業の現状に注目

するのは，後述するように，湖北省の環境保全型農業の発展が全国水準から

みて一定の水準に達していると判断できるからである。

２０２０年の中央１号文件においては，中国農業が高い発展段階に移行するこ

とが提唱され，農業の安定的な供給と農民の持続的な所得増加が重視されて

９）「緑色食品」とは，中国の無汚染，安全，良質な食品に対する総称であり，優良
な生態環境から生産を行い，緑色食品の基準に準拠し，全過程の制御を実行し，
「緑色食品の表示管理方法」の規定の手続きによって緑色食品の表示の使用権を
獲得した，安全で，良質な食用農産物と関連製品を指す。

１０）樊紅平（２００７）「中国農産品質量安全認証体系与运行机制研究」中国農業科学院，
（博士論文）２００７．p１４-１７。
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年 ２０１６ ２０１７ ２０１８
産品の類別 生産物数 構成比（％）生産物数 構成比（％）生産物数 構成比（％）
農林・加工品 １８２２７ ７５．４ １９６２９ ７６．３ ２３９８６ ７７．５
家畜・家禽産品類 １１４１ ４．８ １３４５ ５．２ １６９８ ５．５
水産品類 ６４４ ３．１ ６４３ ２．５ ６６３ ２．１
飲食料産品類 ２１０６ ８．７ ２２５３ ８．８ ２６８４ ８．７
その他の産品 １９０９ ８．０ １８７６ ７．２ １９０１ ６．１
合計 ２４０２７ １００．０ ２５７４６ １００．０ ３０９３２ １００．０

年 ２０１９ ２０２０ ２０２１
産品の類別 生産物数 構成比（％）生産物数 構成比（％）生産物数 構成比（％）
農林加工産品 ２８７２６ ７９．０ ３４３１３ ８０．３ ４１２４８ ８０．８
家畜・家禽産品類 １７４１ ４．８ １７８６ ４．２ １８３７ ３．６
水産品類 ６７１ １．９ ６４８ １．５ ７０３ １．４
飲食料産品類 ３３２０ ９．１ ４１８６ ９．８ ５４７７ １０．７
その他の産品 １８８７ ５．２ １８０６ ４．２ １８０６ ３．５
合計 ３６３４５ １００．０ ４２７３９ １００．０ ５１０７１ １００．０

第１表 中国の環境保全型農業による農産物の生産状況

出所：『緑色食品統計年報』中国緑色食品発展センター（２０１６年～２０２１年）から作成。

いる。こうした現状を湖北省の環境保全型農業の事例から具体的に分析する。

２．中国の環境保全型農業農産物の生産状況
中国の環境保全型農業の農産物の生産状況は，『全国緑色食品統計年報』

に示されている。その統計分類によると，中国の環境保全型農業による農産

物は，農林加工産品類，家畜・家禽産品類，水産品類，飲食料産品類，その

他の産品の五大類に分類されている。そして，５大類別の中から，さらに５７

に細分化される。

第１表は中国の環境保全型農業による農産物の生産状況を示したものであ

る。この表によると，全国の環境保全型農業による農産物においては，農

林・加工品の比率がもっとも高く，２０１６年の７５．４％から８０．８％に増加し

ている。また，飲食料産品類も８．７％から１０．７％へ増加している。他の３
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年 ２０１６ ２０１７ ２０１８
産品類 件数 産量（万トン） 件数 産量（万トン） 件数 産量（万トン）

農林加工産品類 １８２２７ ７２１１．８５ １９６２９ ７２７６．４１ ２３９８６ ７３５２．１５
家畜・家禽産品類 １１４１ ９６．６１ １３４５ ９５．３０ １６９８ １０３．４０
水産品類 ６４４ ２６．３５ ６４３ ２０．４３ ６６３ ２２．４２
飲食料産品類 ２１０６ ４８８．０３ ２２５３ ４１７．３９ ２６８４ ５０７．２６
その他の産品 １９０９ １９０１．７９ １８７６ ２２２９．６８ １９０１ ２０２１．２２
合計 ２４０２７ ９７２４．６３ ２５７４６ １００３９．２０ ３０９３２ １０００６．４４
年 ２０１９ ２０２０ ２０２１
産品類 件数 産量（万トン） 件数 産量（万トン） 件数 産量（万トン）

農林加工産品類 ２８７２６ ７６４２．４８ ３４３１３ ７９３８．８６ ４１２４８ ８２２７．２５
家畜・家禽産品類 １７４１ ８９．１１ １７８６ ４９．８３ １８３７ ７８．６８
水産品類 ６７１ １８．２５ ６４８ １５．４７ ７０３ １７．０３
飲食料産品類 ３３２０ ５４４．６５ ４１８６ ５７９．６３ ５４７７ ６４２．２１
その他の産品 １８８７ １５２５．４３ １８０６ １７４１．１ １８０６ １６３２．０２
合計 ３６３４５ ９８１９．９２ ４２７３９ １０３２４．８９ ５１０７１ １０５９７．１９

第２表 中国の環境保全型農業による農産物の生産量

出所：『緑色食品統計年報』中国緑色食品発展センター（２０１６年～２０２１年）から作成。

産品類の比率は比較的小さく，比率はいずれも６％未満で，しかも年々減少

する傾向である。

次の第２表によると，農林・加工産品類の生産量は，農林・加工品の生産

量は２０１６年の７，２１１．８５万トンから２０２１年には８，２２７．２５万トンまで

１４．１％増加した。五大類産品のうち，飲食料産品類の伸び率は２０１６年の

４８８．０３万トンから２０２１年の６４２．２１万トンまで３１．６％増加し，成長率が

もっとも高い。残りの三大類産品の成長率はいずれも１０％以下で，成長率

は下落傾向にある。

第３表は，有機農産物，「緑色食品」等の認証取得状況の推移を示したも

のである。この表によれば，毎年取得されている認証件数は２０１６年の

３，９４９件から増加傾向にあり，２０２１年には１０，４９２件（１６５．７％増）に達し

ている。総認証産品数（３年間有効）も２０１６年の２４，０２７から５１，０７１に増
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年 ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１
当年取得単位数 ３９４９ ４４２２ ５９６９ ６９４９ ８０７５ １０４９２
当年取得産品数 ８９３０ １００９３ １３３１６ １４６９９ １６８６３ ２１６３８
認証単位の総数 １０１１６ １０８９５ １３２０３ １５９８４ １９３２１ ２３４９３
認証産品の総数 ２４０２７ ２５７４６ ３０９３２ ３６３４５ ４２７３９ ５１０７１
国内年間売上高 億元 ３８６６ ４０３４ ４５５７ ４６５６．６５０７５．６５５２１８．６３
輸出額 億ドル ２５．１１ ２５．４５ ３２．１ ４１．３１ ３６．７８ ２９．１２
産地環境モニタ
リング面積① 億ａ １．９９ １．５２ １．５７ ２．０８ １．５６ １．４８

第３表 認証取得状況の推移

注：①農地，果樹園，茶園，草原，林地，水域面積を含む
出所：『緑色食品統計年報』中国緑色食品発展センター（２０１６年～２０２１年）から作成。

加し，環境保全型農業の品目数の増加が理解できる。

しかし，このように中国における環境保全型農業の発展はめざましいもの

があるが，国際的な環境保全型農業の農産物市場におけるシェアはいまだ大

きくない。つまり，２０２０年からは新型コロナウイルスの感染拡大等の要因

により輸出額が減少しているのである。今後，新型コロナウイルスの感染の

収束とともに，こうした落ち込みをどのように回復させるかが大きな課題と

なっている。

３．湖北省・黄岡市の環境保全型農業の生産状況
３．１．湖北省・黄岡市の農業生産状況

湖北省経済の発展において農林水産業は重要な構成部門である。第４表お

よび第１図によると，湖北省のGDPに占める農業部門の比率は１５．５％を占

めている（『湖北省２０２２年国民経済和社会発展統計公告』による）。２０２２年

の全省の総生産額は５兆３７３４億９２００万元で，前年より４．３％増加した。こ

のうち，第一次産業は４９８６．７２億元（３．８％増），第２次産業は２兆１２４０．６１

億元（６．６％増），第三次産業は２兆７５０７．５９億元（２．７％増）であった。

２０１６年から２０２１年にかけて湖北省の農林牧漁業の総生産額は比較的高い増

加率を示した。なかでも増加率が高かったのは，「農林牧漁業関連経済活動」

中国における「緑色農業」の現状と課題 ５３



年 農業 林業 牧畜業 漁業 農林牧漁業
関連経済活動 総産業値

２０１６年 ２７９４．７９ ２０３．４３ １５２７．２９ １０３０．０１ ３０８．４６ ５８６３．９８
２０１７年 ２９６２．４９ ２１３．２６ １４７８．１０ １０８９．０８ ３８６．７９ ６１２９．７２
２０１８年 ３０３３．７６ ２３５．２３ １３８６．５３ １１０５．９５ ４４６．３６ ６２０７．８３
２０１９年 ３２５７．８５ ２５８．４７ １５２１．４９ １１５２．６８ ４９１．３６ ６６８１．８５
２０２０年 ３４９２．５４ ２４５．３７ １８６４．７８ １１５６．７８ ５４４．１６ ７３０３．６４
２０２１年 ３９１２．４７ ３０２．７０ １９９０．１６ １４５８．８８ ６３２．２３ ８２９６．４４

第４表 湖北省の農林牧漁業総生産額（２０１６年～２０２１年）
（単位：億元）

出所：『湖北省統計年鑑』（２０１６～２０２１）から作成。

第１図 湖北省農林畜産業生産額（２０２１年）

出所：『湖北省統計年鑑２０２１』から作成。

（「农林牧渔专业及辅助性活动」）生産額で，２０２１年には６３２．２億元に達し，

２０１６年の２．０４倍となった。続いて林業生産額は，２０２１年には３０２．７億元

と，２０１６年の１．４９倍であった。

湖北省農業の全体構造からすると，依然として農業と牧畜業が中心である

が，漁業生産額，林業生産額，「農林牧漁業関連経済活動」生産額の増加率

は比較的高い。全体として湖北省は林業，「農林牧漁業関連経済活動」生産

額の成長はこれまでやや遅滞していたが，このことを逆に言えば今後の発展

の余地が大きいことを示している。湖北省農業は今後も林業，漁業，「農林

牧漁業関連経済活動」等の発展を強化すべきで，それにより，より多くの就

業機会と増収の機会を提供することができると考えられる。

５４ 桃山学院大学経済経営論集 第６５巻第３号



合計 農業 林業 牧畜業 漁業 「農林牧漁業
関連経済活動」

２０１６年 ６２３５４５０ ２９３３８５５ １０７１４４ ２２９０３３４ ７６３７３５ １４０３８２
２０１７年 ６６０３７１６ ３０８０６９８ １０８１３９ ２４８９４８３ ７５６６２３ １６８７７３
２０１８年 ６６２３６４１ ２８９３３４５ ３４９０４９ １６５４４５３ １２１２１９６ ５１４５９８
２０１９年 ７１０６０５７ ３１３１８４８ ３８９８５７ １７９０２２１ １２３４１２６ ５６０００７
２０２０年 ７７３１１９５ ３４２２１８７ ３６３３９９ ２２０５９８１ １１９２４６５ ５４７３６４

第５表 黄岡市の農林牧漁業総生産額の推移（２０１６年～２０２０年）
（単位，万元）

出所：『黄岡市統計年鑑』（２０１６年～２０２０年）から作成。

第２図 黄岡市農林畜産業構成（２０２０年）

出所：『黄岡市統計年鑑２０２０』（２０２０年）から作成。

また，第５表と第２図によると，２０１６年から２０２０年の黄岡市の農業の発

展状況は，湖北省農業全体の発展傾向とほぼ近似した状況にあった。２０２０

年の農業総生産額は，黄岡市の農林牧漁総生産額全体の４４．３％を占め，以

下，牧畜業２８．５％，漁業１５．４％，「農林牧漁業関連経済活動」７．１％，林業

４．７％であった。

２０１６年からの５年間の黄岡市の農業総生産額の増加率は１９．４％に達した

が，その中で，林業の伸びが最も顕著であり，７０．５％の増加を示している。

次は「農林牧漁業関連経済活動」で，成長率は３６．０％に達した。このよう

に，短期の成長率で見ると，黄岡市の農業部門の発展においては林業と「農

林牧漁業関連経済活動」が注目される。
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つぎに作物構造についてみてみよう。第６表によると，湖北省の主要農産

物の栽培面積は依然として食糧（主に穀物類）と野菜を主とし，綿花，麻

類，食用油，糖類等の作物の栽培面積は低い。２０１６年から２０２１年にかけて

生産量と栽培面積が増加した主な農産物は，食糧類と野菜である。そのうち

に，食糧類の栽培面積は２４６．１千ヘクタール増え，生産量は２１０．２万トン増

加した。次に野菜の栽培面積は６１．９千ヘクタール増え，生産量は２９８．１万

トン増加した。この２種の作物の増加が顕著である。

また，湖北省の主要な農産物の生産量と栽培面積のうち，栽培面積が減少

した一方で生産量が増加した作物は，食用油類と果実類である。食用油の栽

培面積は２０１６年に比べて２３．４千ヘクタール減少したが，生産量は２４．４万

単位：万トン，
hectare

２０１６年 ２０１７年 ２０１８年
栽培面積 産量 栽培面積 産量 栽培面積 産量

糧食 ４４３６．８７ ２５５４．１１ ４８５２．９９ ２８４６．１２ ４８４７．０１ ２８３９．４７
綿花 ２０２．５１ １８．８５ ２０４．８０ １８．４０ １５９．２６ １４．９３
食用油 １４５２．９１ ３２９．７５ １２９１．３３ ３０７．６９ １２５５．８２ ３０２．４８
麻のみ ８．０７ ２．０７ ０．５７ ０．２５ １．６９ ０．５３
糖類 ８．９８ ３７．５１ ６．５９ ２６．９９ ６．４７ ２７．７７
野菜 １２４８．０３ ４００１．７０ １１８８．６２ ３８２６．４０ １２２４．２７ ３９６３．９４
果物 １０４．０９ ３６０．６８ ９２．４２ ３２７．２０ ９６．１１ ３４２．５３

第６表 湖北省の主要農産物の生産量と栽培面積（２０１６年～２０２１年）

単位：万トン，
hectare

２０１９年 ２０２０年 ２０２１年
栽培面積 産量 栽培面積 産量 栽培面積 産量

糧食 ４６０８．６０ ２７２７．４３ ４６４５．２７ ２７２７．４３ ４６８５．９８ ２７６４．３３
綿花 １６２．８３ １４．３６ １２９．７３ １０．７９ １２０．７１ １０．８９
食用油 １２７８．６０ ３１３．９５ １３７７．９３ ３４４．４５ １４２９．４８ ３５４．１４
麻のみ ２．６６ ０．７０ ３．３３ ０．８３ ３．５４ ０．８６
糖類 ６．４８ ２７．９０ ６．６３ ２８．１５ ６．３５ ２７．１７
野菜 １２５７．９４ ４０８６．７１ １２７９．９０ ４１１９．３６ １３０９．９５ ４２９９．８０
果物 ９６．９１ ３４９．１９ ９９．０７ ３５０．４５ １００．５０ ３６１．４１

出所：『湖北省統計年鑑２０１６～２０２１』から作成。
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トン増加した。果実の栽培面積は３．６千ヘクタール減少したが，生産量は

０．７万トン増加している。

逆に，生産量・栽培面積のいずれもが減少したのは綿花，麻，糖類であっ

た。とくに麻類の減少幅が大きく１４０％に達した。総生産量は１．２万トン減

少し，栽培面積は４．５千ヘクタール減少した。糖類の減少幅は３８．１％に達

した。総生産量は１０．３万トン減少し，栽培面積は２．６千ヘクタール減少し

た。綿花の栽培面積は８１．８千ヘクタール減少し，主要農産物の中で最も面

積が減少している。生産量も７．９万トン減少した。

さらに第７表は黄岡市の主要農産物の生産状況を示した。この表からは黄

岡市の食糧栽培面積の大幅な低下が読み取れる。この原因は，現地における

調査からは以下の点が明らかになった。

（A）気候変動による栽培面積の減少。近年黄岡市では，気候変動等によ

る気温，降水などの自然条件の顕著な変化が発生しており，それによって農

作物の成長に一定の影響が発生している。湖北省人民政府の統計によると，

２０１６年から２０２２年の間の各種自然災害（洪水・冠水，干ばつ，雹，雪害

等）による農作物の被害面積は１４２８．４３千ヘクタールに達したとされる。こ

のため，各種作物の栽培面積に減少が発生している。

（B）また，農地面積は都市化による減少が発生しており，食糧作物の栽

培面積の減少に影響を与えている。

（C）こうしたことから，単位面積当たり収量の増大が急務であり，湖北

省政府は農村振興戦略の進展を保証するため，以下のいくつかの政策を発表

している。つまり，「湖北省城市补短板强功能工程三年行动实施方案（２０２０

-２０２２年）」，「湖北省水利补短板强功能工程三年行动实施方案（２０２０-２０２２

年）」，「湖北省新一轮高标准农田建设三年行动实施方案（２０２０-２０２２年）」な

どを発表し，いずれも単位面積当たり生産量の向上を進めている。具体的に

は，干ばつ，冠水を防ぐための農地整備，土壌改良，灌漑と排水施設改良，

農道整備，農地保護と生態環境保護，農村の電力供給の強化等の措置であ

る。
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こうした状況の下で，第７表に示したように，栽培面積は大部分の作物で

大きく減少しており，とくに綿花の減少幅率は７．８％に達し，食糧作物減少

率３５．１％減少している。しかし，２０１６年の１ヘクタール当たりの食糧生産

量は５１５８．３トンから２０１８年には７２１８．４トンに大きく上昇している。この

ほか，果実類も全面的に栽培面積は減少したが，生産量は４％前後減少と小

幅に減少したにすぎない。第３図に示したように，近年果実の単位面積当た

り収量の増大が顕著である。

このほか，黄岡市の主要農場品のうち，生産量が大幅に増加したのは食用

油類であり，栽培面積は約２０％減少したが，生産量の増加率は９１．６％に達

している。また，野菜では栽培面積は０．７％減少したが，生産量は１６．７％

単位：トン，
hectare

２０１９年 ２０２０年 ２０２１年
栽培面積 産量 栽培面積 産量 栽培面積 産量

糧食 ３９１．０９ ２６８６３３４ ３９４．３９ ２６９１０７１ ／ ／
綿花 ２９．００ ２４９９７ ２４．５１０ ２０１９９ ／ ／
食用油 １８６．９４ ４８２１４８ ２０２．０１ ６５１１１０２ ／ ／
麻のみ １．０７ ３１４８ １．００ ２９０２ ／ ／
糖類 ０．９７ ３４３６４ １．４７ ３３５２２ ／ ／
野菜 １２１．９８ ３５０７５９６ １２３．０８ ３５２１１３０ ／ ／
果物 ４．８５ １４７９２８ ４．８０ １５１２０３ ／ ／

単位：トン，
hectare

２０１６年 ２０１７年 ２０１８年
栽培面積 産量 栽培面積 産量 栽培面積 産量

糧食 ５３２．８１ ２９０８２４０ ５２５．９２ ２９５９７３５ ３８１．６７ ２７５５０６５
綿花 ２７．４ ２９８５８ ３５．０２ ３１５４５ ２７．９３ ２６１１６
食用油 ２４２．５８ ５４４２５８ ２４８．７４ ５８０１４５ １８４．４６ ４８４１９５
麻のみ １．８１ ５４８４ １．５７ ５０３９ １．０９ ３１７６
糖類 １．０２ ３４６９１ １．０１ ３６８７９ ０．９５ ３４０１０
野菜 １２３．９８ ２９３２４２０ １２６．３９ ３０６５５８６ １２０．０３ ３４５１３４７
果物 ５．０１ １５８５１６ ５．２４ １６１６４５ ４．７３ １３６０２６

第７表 黄岡市の主要農産物の生産量と栽培面積（２０１６年～２０２０年）

出所：『黄岡市統計年鑑』（２０１６～２０２０年）から作成。
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増加している。

趙（２０２１）によれば，従来は土地の不合理な利用や粗放的な利用が多く，

地方政府の農地に対する管理不足などの問題が存在していたことを指摘して

いる。多くの都市では都市化の過程で耕地や林野を改廃し，土地利用率が高

くなく，土地資源の合理的な保護と開発に失敗し，人々の生存環境に大きな

影響を与えたと述べている１１）。上述したように，こうした問題に，近年改善

の方向が示されているといえよう。

３．２．農業発展と農民増収

中国共産党の二十回大会の決議の中には，農村振興を全面的に推進するに

は，食糧を栽培する農民の収益保障メカニズムを確立し，農民収入を増加さ

せるルートを広げ，十分に農民の権益を確保しなければならないと指摘して

いる。農村振興における重要な目標は，農業・農村の現代化を実現し，「豊

かな農民」（「农民富裕」）を実現することである。

しかし，現在の都市部住民と農村部住民の可処分所得の格差から見ると，

「豊かな農民」の実現には客観的に大きな課題が残されている。第８表は，

１１）趙世成（２０２１）「坚持绿色发展理念推进土地保护利用」『农村实用技术』２０２１（０９），
pp１５３-１５４

第３図 黄岡市の果実の１ヘクタール当たり生産量

出所：『湖北省統計年鑑２０１６～２０２０』から作成。
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年 都市部居民の
可処分収入

農村居民の
可処分収入

都市部と
農村部住民
の所得格差

都市と農村の
所得額の差
（元）

前年からの
差の増加額
（元）

２０１０年 １８７７９ ６２７２ ３．０ １２５０７
２０１１年 ２１４２７ ７３９４ ２．９ １４０３３ ５２６
２０１２年 ２４１２７ ８３８９ ２．９ １５７３７ １７０４
２０１３年 ２６２６７ ９４３０ ２．８ １７０３７ １３００
２０１４年 ２８８４４ １０４８９ ２．７ １８３５５ １３１８
２０１５年 ３１１９５ １１４２２ ２．７ １９７７３ １４１８
２０１６年 ３３６１６ １２３６３ ２．７ ２１２５３ １４８０
２０１７年 ３６３９６ １３４３２ ２．７ ２２９６４ １７１１
２０１８年 ３９２５１ １４６１７ ２．７ ２４６３４ １６３０
２０１９年 ４２３５９ １６０２１ ２．６ ２６３３８ １７０４
２０２０年 ４３８３４ １７１３１ ２．６ ２６７０３ ３６５
２０２１年 ４７４１２ １８９３１ ２．５ ２８４８１ １７７８
２０２２年 ４９２８３ ２０１３３ ２．５ ２９１５０ ６６９

第８表 全国の都市部と農村部の可処分所得格差

出所：『中国統計年鑑』各年版から作成。

都市と農村の所得格差を示したものである。この表によれば，２０１０年から

２０２２年にかけて，都市部住民と農民部住民の所得格差（農村住民を１とし

たときの都市住民の所得）は２０１０年の３．０から２０２２年には２．５に縮小して

いるが，都市と農村の所得額の絶対額の差は，２０１０年から２０２２年までに

１２，５０７元から２９，１５０元に拡大している。こうして，中国の都市と農村の格

差は依然として無視できない水準にあるといえる。

こうした都市と農村の所得格差は，今回研究対象としている地域でも深刻

である。第４図は，全国と黄岡市の都市・農村の所得格差を示したものであ

る。２０２０年の黄岡市農民所得は１４６９３元，全国都市所得は４３８３４元であり，

所得格差は２９１４１元であり，黄岡市の農民所得水準は全国の農民所得水準を

大きく下回っている。

このような現状に基づくと，黄岡市農業と農民増収の課題を，以下のよう
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第４図 全国と黄岡市の都市・農村所得の格差

出所：『黄岡市省統計年鑑』各年版，『中国統計年鑑』各年版から作成。

に整理できる。

① 調査対象地域は農産物の栽培構成が単純であり，慣行農業は収益性が

低い。また，環境保全型農業の普及を制約する課題が存在する。黄岡

市の水稲を例にとると，水稲の生産量は高いが，品質は低く，販売が

不調で在庫が増大している。良好な情報交流ルートがなく，販売が不

調である。

② 農業産業化のレベルは低く，小規模の農民の多くが小型機械を使用

し，栽培方式は粗放化している。農地の分散が専門農場の形成に不利

であり，専門協同組合の発展も遅滞している。

③ 結果として，前述したように農民所得は停滞している。２０２０年の黄

岡市の農民所得は１．４４万元で，全国の農民所得の１．７１万元を下回

り，さらに湖北省農民の平均所得１．６３万元をも下回っている。もし

今後も農民増収が実現できなければ，今後大きな問題となろう。
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年 合計 賃金所得 家庭自営所得 財産所得 移転所得
２０１０年 ５５４５ ２２５１ ２９４２ ４０ ３１２
２０１１年 ５４３８ ２６７０ ２４９６ ４１ ２３１
２０１２年 ６６４０ ２６７０ ３５４４ ４１ ３８５
２０１３年 ６９６６ ３５５２ ３０５５ ５１ ３０８
２０１４年 ９３８８ ４８８３ ３１９２ ９７ １２１６
２０１５年 １０２５２ ５３４６ ３４８５ １０７ １３１４
２０１６年 １１０７６ ５７９６ ３７３３ １１６ １４３１
２０１７年 １２１１６ ６３４４ ４０６５ １２６ １５８１
２０１８年 １３２３８ ６９３２ ４４４０ １３８ １７２８
２０１９年 １４４９０ ７５９１ ４８５７ １５１ １８９１
２０２０年 １４６９３ ７７３３ ４９３１ １５９ １８７０

第９表 黄岡市における農民収入状況

出所：『黄岡市省統計年鑑』各年版から作成。

３．３．湖北省・黄岡市の農民所得構成の課題

第９表は，黄岡市の農民収入構成の推移を示したものである。この表から

は，２０２０年と２０１０年との比較で，給与所得（主力は都市地域への出稼ぎ所

得を指す）３．４４倍，家庭自営経営純収入１．６８倍，財産所得３．９７倍，移転

所得５．９９倍であった。全体に占める比率では賃金所得がもっとも高いが，

次に家庭自営経営純収入が高く，依然として農業部門が農家所得のかなりの

部分を占めていることがわかる。また，前述したように，近年，湖北省にお

いては，環境保全型農業のブランド効果が拡大しつつあり，環境保全型農業

の発展に積極的な企業，農家が増加している。その背景には，政府の環境保

全型農業の普及を目的とした補助金政策による移転所得収入の恩恵も少なく

ないと考えられる。

４．湖北省・黄岡市の環境保全型農業生産状況
４．１．湖北省・黄岡市の緑色の農産物の生産と認証の実況

湖北省の農業生産においては，農業供給側の構造改革と環境保全型農業を
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年 基地数 監督面積
（万ha）

三年有効
（企業）

１年認証
（企業）

２０１６年 ２２ ２９０．９ ５３６ ２０１
２０１７年 ２１ ２８８．１ ５６９ ２１８
２０１８年 ２１ ２８８．１ ６２８ ２７４
２０１９年 ２３ ３０３．３ ６９３ ２６８
２０２０年 ２３ ３０３．３ ７７７ ２９８
２０２１年 ２２ ３００．４４ ９２３ ４３２

第１０表 湖北省の環境保全型農業による農産物認証と監督状況（２０１６年～２０２１年）

出所：『全国緑色食品統計年報』（２０１６年～２０２１年）から作成。

組み合わせ，「湖北省農業の持続可能な発展計画（２０１６～２０３０年）」を基本

計画として，農業生産において，数量的な成長と品質面での向上の両者の発

展を目的としている。

現実に，湖北省農業の持続可能な発展計画の計画に基づき，湖北省の高品

質農産物の生産量は絶えず増加している。計画期間は，計画全期１５年

（２０１６～２０３０年）で，そのうち，計画基本期は２０１５年，計画初期期間は

２０１６年～２０２０年，計画中期期間は２０２１年～２０２５年，長期展望：２０２６年～

２０３０年である１２）。この指導計画の下で，湖北省の環境保全型農業関連食品産

業の安定的で持続的な発展は，供給側構造改革と農業の転換と改造を促進

し，湖北省の農業に対して重要な貢献を果たすと考えられる。

中国の環境保全型農業関連の認証制度について取り扱う「中国緑色食品発

展センター」のデータによると，２０１６年から２０２１年までに，湖北省におい

ては９２３社の企業が生産した２３１９種の製品が「緑色食品」の認証を取得し

たという（第１０表参照）。このデータでは，湖北省の「緑色食品」の総量は

全国の同期間中の４．５％を占めており，全国各省・市・自治区のなかで第８

位に位置している。

この２０１６年から２０２１年までのデータを詳しくみると，２０１６年は１８９社

が５４３種の製品を，２０１７年は２１７社が６３１種を，２０１８年は２７４社が６２６種

１２）「湖北省農業の持続可能な発展計画（２０１６年～２０３０年）」
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を，２０１９年は６９３社が１，７８６種を，２０２０年は７７７社が１，９３７種を，２０２１年

は９２３社が１，２９１種の製品が「緑色食品」認証を取得したという１３）。

この状況をまとめると，２０１６年から２０２０年まで，認証を取得した企業数

はわずかに増加し続けたが，２０２１年には企業数は急激に増加している。こ

れは，「農業の質の向上を推進し，現代的で強力な農業省を建設するための

意見」（「関于加快推進農業高質量発展建設現代農業強省的意見」）に基づき，

湖北省における高品質農業の発展を促進する方針に沿ったものであることが

わかる。

１３）中国緑色食品発展センター資料による。

品名 黄岡市 湖北省全省
野菜 ８ ５１４
米 ２８ ２７４
精緻お茶 ２１ ２０７
果物 ８ １４６
塩 ０ １３５
油 ７ ８３
水産品 ９ ６７
牧畜肉製品 ５ ５６
米酒 １ ４７
食用菌 ０ ２４
玉子 ０ ２１
ゴマサトウ ０ ２３
食用植物油 ３ １３
ドライフルーツ ０ １５
蜂蜜産品 ０ ６
お酒 ０ ６
お菓子 ０ ５
芋 ０ ４
他のもの ０ ８
合計 ９０ １６５４

第１１表 湖北省と黄岡市の環境保全型農業による農産物（２０１６年～２０２１年）

出所：張雋嫻（２０１８）「湖北省緑色食品発展現状与建議」
『農村経済与科技』２０１８年第２９卷第２３期，p８０から作成。
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第１１表は，張雋嫻（２０１８）に示された，２０１５年から２０１７年にかけての

湖北省の「緑色食品」の生産状況を示したものである。この期間，湖北省の

緑色食品の認証を受けた総数は１，９５４件に達している。主要な「緑色食品」

は，野菜，米が中心で，続いて茶，果実が多い。この一方，黄岡市の「緑色

食品」の生産は，主に米と茶に集中しており，「緑色食品」の種類は比較的

少ない。湖北省全体における黄岡市の「緑色食品」の認証総数は，第５位で

あった。

４．２．湖北省・黄岡市の環境保全型農業の進展

つぎに，湖北省・黄岡市における環境保全型農業の発展状況についてみて

みよう。第１２表は，湖北省・黄岡市の化学肥料，農薬，農業用プラスチッ

クの使用状況を２０１６年～２０２１年について示したものである。この表による

単位：
千ヘクタール 湖北省全省（単位：万トン） 黄岡市（単位：万トン）

年 化学肥料 農薬
農業用プラス
チックフィルム
の使用量

化学肥料 農薬
農業用プラス
チックフィルム
の使用量

２０１０年 ３５０．７７ １４．００ ６．３８ ４９．６８ １．７７ ０．７３
２０１１年 ３５４．８９ １３．９５ ６．５０ ５０．２６ １．７６ ０．７０
２０１２年 ３５７．６６ １３．５９ ６．９８ ５１．０３ １．７９ ／
２０１３年 ３５１．９３ １２．７２ ６．６３ ３９．８３ １．７８ ０．７６
２０１４年 ３４８．２７ １２．６１ ６．９２ ３９．７７ １．６８ ０．７７
２０１５年 ３３３．８７ １２．０７ ７．１３ ／ ／ ／
２０１６年 ３２７．９６ １２．０７ ６．７３ ３３．６０ １．４２ ０．９７
２０１７年 ３１７．９３ １０．９６ ６．５９ ３３．４１ １．３８ １．０１
２０１８年 ２９５．８２ １０．３３ ６．３６ ３２．３１ １．３３ １．０６
２０１９年 ２７３．８９ ９．７０ ５．８８ ３１．０９ １．２０ ０．８６
２０２０年 ２６７．３２ ９．３１ ５．８０ ３０．２５ １．１４ ０．８５
２０２１年 ２６２．６２ ９．０５ ５．７３ ／ ／ ／

第１２表 湖北省・黄岡市の化学肥料，農薬，農業用プラスチックの使用状況
（２０１０年～２０２１年）

出所：『湖北省統計年鑑２０２１』，『黄岡市統計年鑑２０２０』から作成。
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と，２０１０年から２０２１年にかけて，湖北省の化学肥料使用量，農薬使用量は

傾向的に減少しており，農業用プラスチックフィルムの使用量は２０１５年前

後をピークに減少傾向にある。また黄岡市についても，湖北省全体とほぼ同

傾向にあることがわかる。とくに，湖北省・黄岡市とも，化学肥料と農薬の

使用量はほぼ一貫して減少傾向にあった。

これらのデータからみると，湖北省では環境保全型農業についての認識が

徐々に浸透し，かつての「高汚染・高排出・高消費」の農業モデルから徐々

に環境保全型農業への移行が進展していると考えられる。これに伴って，黄

岡市の農業もほぼ同様の進展がみられている。

４．３．湖北省の環境保全型農業の発展と農民所得

ここまで述べてきた，従来の伝統的な慣行農業の課題を示すと以下のよう

にまとめられよう。つまり，これまでの中国における慣行農業はその生産効

率が低いため，生産過程で化学肥料，農薬など環境に負の影響を与える生産

資材が大量に使用されてきた。同時に，生産された農産物は，科学技術の貢

献程度が低く，短期的に増産が難しく，食品安全面でも課題を残すなど，市

場競争力の向上が阻害されてきた。

こうした課題に対して，環境保全型農業の普及により，生産過程における

化学肥料，農薬等の使用が減少したことから，より厳格な生産制度の下での

高品質の農産物の生産が可能となり，市場需要への適合と環境保全が可能と

なった。すでに述べたように，消費市場では環境保全型農業の農産物に対す

る需要が大きいため，多くの環境保全型農業による農産物が市場で徐々に有

利となっている。したがって，農民にとって環境保全型農業による農産物を

増産することは，長期的に農民収入の増加を促進することになろう。

よって，環境保全型農業を発展させることは，農産物の安全を確保し，農

業経済の成長システムの転換を実現し，農業の効率化と農民の増収も促進す

ることとなる。
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４．４．湖北省・黄岡市の環境保全型農業と農民増収対策

上記の分析結果に基づいて，湖北省・黄岡市の環境保全型農業と農民増収

の方途について考察する。

前述した都市と農村，全国と湖北省・黄岡市の所得格差を改善するため，

環境保全型農業の導入により，農家の自営経営所得を増大する必要がある。

林夏珍（２０２２）は，家庭経営収入は依然として農民収入の主要な源泉であ

り，農民家庭経営収入の増収が農民増収を実現する主要な道であると述べて

いる。この先行研究などから，農民の家庭経営収入の増加に影響を与える要

素は，主に人的資源・耕地資源・産業構造・市場価格・農業科学技術・農業

機械装備・農業政策などであるという。この点と，環境保全型農業に関係す

る部分を整理すれば以下のようになろう。（一）農業科学技術の革新により，

より合理的な環境保全型農業の確立。（二）農村の農地利用権の移転を加速

させることによる大規模経営の育成。（三）農業機械設備の強化，農業機械

化の推進による省力化。（四）農業産業構造の最適化，特色ある環境保全型

農業の推進。（五）人的資本投資の増大，環境保全型農業の担い手の育成。

こうした具体的な施策によって，農民の持続的な増収を保障し，環境保全型

農業を発展させる。

また，このほかに，農業農村のインフラを整備し，物質的保障を提供する

ことも重要である。現在の黄岡市農民のインフラ条件においては，節水灌漑

施設の不足など，多くの課題が存在し，大型自然災害への十分な対応が困難

であった。そのため，農地水利建設の展開を重視し，農地水利の建設の質を

保障し，水利施設の条件を改善し，現代灌漑設備を発展させる。あわせて，

環境保全型農業の実現を重視し，政府は農村の土壌流失対策，河川の管理を

強化し，農業の生態環境を改善しなければならない。

さらに，近年，黄岡市は農業産業構造を積極的に調整し，新技術を導入し

てきた。この結果，伝統的な慣行農業の比重は徐々に低下しているが，こう

した動向をさらに推進しなければならない。

とくに，環境保全型農業の普及による農業供給側の構造改革を強化し，農
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産物の品種を豊富にするとともに，品質・安全性を向上させ，環境保全型農

業による農産物の付加価値を高め，ブランドを確立し，農民増収を実現する

ことが必要である。

５．まとめにかえて
ここまで述べてきたように，本稿の調査事例である湖北省黄岡市の事例か

ら，黄岡市の環境保全型農業の発展の状況及び農村居民の収入状況，農民増

収の方途について明らかにしてきた。さらに，環境保全型農業による農産物

の認証状況，産品構成状況などについても分析した。

本論でもしばしば指摘してきたように，黄岡市の環境保全型農業による農

産物の生産と規模は初歩的な段階であり，いまだ慣行農業が大きく残存して

いる状況にあり，湖北省全体との比較でも発展が遅滞している。こうした遅

滞はそのまま農民所得の格差に帰結しているのが実態であった。

こうした状況の中で，本稿の分析から環境保全型農業の発展が農民所得の

増加を促進する重要な手段の一つであることが明らかになった。これは，環

境保全型農業の発展は農産物ブランドの確立により市場競争力を高め，農民

増収に直接的な促進効果があるだけでなく，同時に，環境保全型農業の発展

は農薬・化学肥料・農業生産資材の使用量の削減により生産コストを効果的

に削減することができるからである。

こうしたことから，湖北省及び黄岡市の農家において，慣行農業から環境

保全型農業への転換を全面的に促進することは，高品質農産物の増収を実現

できるだけでなく，農民増収も可能とする有効かつ直接的な方法となると考

えられる。
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Current Status and Challenges of “Green Agriculture”
in China

A Survey in Huanggang City, Hubei Province, China

RUAN Yili
OSHIMA Kazutsugu

In China, the concept of “green agriculture,” first proposed at the 18th
National Congress of the Communist Party of China in 2012, has already
become one of the most important policies for the development of Chinese
agriculture and rural areas. In this paper, “green agriculture” in China is
referred to as “environmentally friendly agriculture,” a concept that is
relatively close to the concept in Japan.
This paper comprehensively examines the factors affecting environmentally
friendly agriculture in China and Hubei Province, focusing on the
relationship between the production status of environmentally friendly
agriculture, the status of various certifications, and farmers’ income. Here,
we focus on the current status of environmentally friendly agriculture in
Hubei Province because, as we will see later, it can be judged that the
development of environmentally friendly agriculture in Hubei Province has
reached a certain level in terms of the national level.
In the 2020 Central No.1 Document, the transition of Chinese agriculture
to a higher development stage is advocated, and emphasis is placed on a
stable agricultural supply and sustainable income growth for farmers. This
current situation will be analyzed specifically through the case of
environmentally friendly agriculture in Hubei Province.
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